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第 10 回定期総会報告 

6 月 10 日、定期総会がおこなわれ、すべての議案が承認されました。 

  出席状況 正会員数 22 名 出席13名 委任状提出 9名 

  新会員 ビッグイシュー静岡読者会 大滝正さん 

≪監査意見≫ 

令和 3 年度の事業について、金川、岩原両監事より 

コロナ禍によりデジタル化が一層進んでいるなかで、組織運営の中で ICT化を一層進める必要がある。 

次世代を担う人材の育成が急務である。 

  指定管理事業に大きく依存している収益構造を多元化していく必要がある。 

といった指摘がありました。(全文は議案書に添付) 

 

 
≪人材確保について≫ 

 総会では、市民活動センタースタッフの入れ替

わりがあったことで日々の運営に苦慮していると

いう現場サイドからの発言もあり、育成ではなく

人材「確保」という課題に直面していることがわ

かります。 

 会員からは、団体の活動により多くの会員を取

り込んでいくこと、学生が地域に出ていくことを

バックアップするという構想を持っている大学も

あるので活用する、という意見が出ました。 

また、センターの人材確保が難しい理由のひと

つである職員の待遇に関し、市に対ベースアップ

を要求すべきであるという発言もありました。こ

の件については理事長から指定管理期間の契約な

ので難しいというコメントがありましたが、諸経

費の値上がり、最低賃金の上昇などが見込まれる

中、取り組むべき課題のひとつと言えましょう。 

 

≪事業計画について≫ 

 NPOサポート・しみずの収益は、市民活動セ

ンターの指定管理料が多くの割合を占めていま

す。多様な収入源を確保することは団体の安定的

運営の要件ですが、指定管理者としての業務に追

われているのが実情です。 

 団体のブランディングのために一層の事業実績

の積み上げが必要であり、会員以外も事業に関わ

る機会を作っていこうと考えており、多様な事業

に取組みたいと考えています。なお、令和3 年度

末から福祉事業団体(※)との連携の準備が始ま

り、具体的な協働事業に向けて話し合いがおこな

われています。 

福祉事業団体：ろうきん、全労済、福祉基金協会などで

組織され、「相互扶助・助け合い」の精

神に基づき各組織が連帯・連携しなが

ら、働く人たちの福祉向上をめざして活

動しています。 

≪役員の改選≫ 

 任期満了に伴い、役員の改選がありました。 

理 事 磯谷 千代美 再任 

理 事 木村 精治  再任 

理 事 水崎 郁美  再任 

理 事 望月 健次  再任 

理 事 望月 裕子  再任 

監 事 金川 幸司  退任 

監 事 岩原 雅美  再任 

  監 事 大滝 正   新任 

 

 新たに監事に就任された大滝正さんは、 

 現在、「ビッグイシュー静岡読者会」の中心として、ホームレス問題の解決に取り組む「ビッグイシュー

日本」の活動支援のため、雑誌「ビッグイシュー」の認知度アップを図る活動をおこなっています。 

 

ありがとうございました！ 

令和 4 年3 月31 日、任期満了を以て退任

された金川幸司さんは、平成24 年の設立

総会以降監事の職を担当され、研究者とし

ての知見に基づいたご意見やアドバイス

に、理事会も大変助けられました。 

公務でお忙しい中、長らくご協力をいただ

き、心からお礼申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当団体では理事長の選出は理事の互選によりおこなわれています。 
登記上理事の任期は令和4年6月28日満了のため、6月28日の臨時理事会において理事長
を互選し、引き続き磯谷千代美が理事長の任に当たることになりました。 

 

 

磯谷理事長より 

カラです！ 

8 月1 日から清水市民活動センターでも

回収が始まっているフードドライブです

が、8 月10 日時点でボックスの中には

何も入っていません。 

 

「お家時間」が増えたせいか最近の回収

状況は全体的に落ち込んでいるとのこと

ですが、だからこそぜひご協力を！ 

しみず元気プロジェクト交流会開催 

清水みなと祭りが 3年ぶりに開催され、全国でも相次いでまつりが再開されています。しかし、その中止の原

因となった感染症はますます広まり、「第七波」はこれまでにない規模となっています。 

先行きが見通せない中で、市民活動センターをはじめとする Nサポの事業も計画が立てにくい状況にあります。

そしてそれはほかの活動団体も同様ではないでしょうか。 

一方、フードバンクや生活困窮者支援の活動は、支援を必要とする切実な声に押され大きな広がりを見せてい

ます。団体同士の協力や支え合いが一層求められる今こそ、中間支援団体としての頑張りどころです。 

企業とNPOを寄付つき商品でつなぐ事業です。 

令和3年度の寄付金贈呈式と交流会をおこないました。 

7月13日、清水市民活動センターを会場に開催した交流会で
は、支援者の原籐商店の原藤晃さん、支援を受けている影絵劇団
いちばん星代表杉山さんはじめ、清水おやこ劇場、NPO 法人ゆ
うゆう舎のみなさんが集まり、情報交換をしながら和やかな時間
を過ごしました。また、都合で参加できなかった洞江水産の洞江
さん、くさなぎこども食堂の望月さんからはビデオメッセージを
いただきました。 
支援者の経営者目線の鋭い指摘やアイデアは、市民活動団体に

とって大きな学びにもなりました。 

 

杉山さん 原さん 

また、7月24日には「お野

菜＆炭焼きハンバーググラッチ

ェ」を会場に、オーナー青島理

晃さんからNPO法人里親家庭

支援センターの眞子理事長に寄

付金の贈呈がおこなわれ、里親

と子どもたちがランチを楽しみ

ました。 

 さらに、青島さんに共鳴した「はぴり」代表の

石原とも子さんが新たな支援者に加わりました。 

眞子理事長 

青島さん 

石原さん 

「くさなぎ劇場」実行委員募集 

第71回理事会において、ビッグイシュー静岡
読者会の大滝正さんたちが準備を進めている
「新人Hソケリッサ！」屋外ライブ 
『くさなぎ劇場』に団体として協力することを
決定しました。 
実行委員として広報、運営に協力してくださる
方を募集します。 
 

 「新人H ソケリッサ！」  

路上生活者のダンスグループです 

 企画  草薙駅芝生公園を会場にした 

ソケリッサのダンスパフォーマンス 

静岡市まちは劇場TRY22参加事業 

 開催日 １1月3日(日・祝)16:30～20:10 

 実行委員としての主な役割 

     広報活動、当日運営 

     数回の会議等打合せへの参加 

 

 協力してくださる方は、 

NPOサポート・しみず事務局までメール 

または電話でご連絡ください。 

  

 

 


